
はじめに 
 

 

国土交通省が設置した「新たな時代の都市マネジメントに対応した都市公園等のあり方検討会」

の最終報告書（平成２８年５月）では、「都市公園の多機能性を地域の特性やニーズに応じて発揮

するためには、都市公園の中だけを見るのではなく、健康・医療・福祉のまちづくり、子育てし

やすいまちづくり、地域のにぎわい創出・地方創生など都市全体の取組の視点から考えることが

必要」であり、「地域の特性やニーズに応じた都市公園の整備、管理運営を促進することが必要で

ある」とされている。その後、平成 29 年の都市公園法の一部改正では、保育所や老人福祉センタ

ー等の社会福祉施設（通所利用）が都市公園の占用対象として追加されたところである。 

このため、国土技術政策総合研究所では、平成 29 年度から平成 30 年度にかけ、少子高齢社会

に対応した新たな機能を都市公園に導入する際のあり方や直面する課題に対する解決策の方向性

について、先進的な取組事例の情報収集をもとに、検討を進めてきた。 

本技術資料は、その検討結果をもとに、都市公園における高齢者の健康づくり機能の導入手法

に関する知見についてとりまとめたものである。 

なお、本技術資料は、新型コロナウイルス感染症流行以前に実施した調査を元に作成している

ため、感染防止対策について言及したものではないことにご留意いただきたい。 

 本技術資料をとりまとめるにあたっては、次頁に示す、学識経験者、地方公共団体職員、業界

団体の方々からなる研究会を立ち上げ、専門的及び実務的な見地からご意見を頂くとともに、都

市公園における高齢者の健康づくりに取り組む地方公共団体等の関係者の皆様方から、沢山の貴

重な資料や情報をご提供頂いた。この場を借りて厚く御礼申し上げる。 
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